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せ

っ
か
く
今
回
再
会

で
き
た
の
だ
か

ら
、
今
後
も
時
々
集
ま

っ
て
旧
交
を
温
め

合
お
う
と
い
う
こ
と
で
皆
が

一
意
団
結
し

た
大
変
有
意
義
な
ク
ラ
ス
会
で
し
た
ｃ

幹

事

蓮
見
雅
夫

・
関
吉
京
子

（旧
姓

・
北
川
）

川
島
輝
久

・
磯
部
恵
美
子

（旧
姓

。
近
藤
）

平
成
２２
年
ｌｌ
月
２０
日
、
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｖ

Ｅ
Ｓ
で
、
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
回
の
ク
ラ
ス
会
か
ら
３
年
経

っ
て
い
ま

し
た
が
、
皆
変
わ
り
な
く
若
々
し
い
ま
ま

で
、　
一
瞬
に
し
て
、
そ
の
当
時
の
想
い
出

が
蘇

っ
て
き
ま
し
た
。

二
次
会
も
ほ
ぼ
全
員
参
加
で
、
カ
ラ
オ

ケ
に
行
き
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
ｃ

何
年
、
何
十
年
経

っ
て
も
、
そ
の
当
時

の
気
持
ち
に
戻
る
事
が
で
き
、
同
級
生

っ

て
本
当
に
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
今
回

都
合
が
つ
か
ず
欠
席
さ
れ
た
方
に
も
、
次

回
お
会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ

ス
会
開
催
に
あ
た
り
、
同
窓
会
事
務
局
よ

り
助
成
金
を
頂
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
千
葉
敬
愛
高
等
学
校
の
更
な

る
ご
発
展

・
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

■
年
〓
組

ク
ラ
ス
会
開
催

新
卒
業
生
四
三
四
名
を
迎
え
る

「
同
窓

会
入
会
式
」
を
二
月
二
十
八
日

（月
）
に

行
い
ま
し
た
。

十

一
ク
ラ
ス
か
ら
男
女

一
名
ず

つ
計

二
十
二
名
の
ク
ラ
ス
幹
事
を
任
命
し
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
中
か
ら
男
女

一
名
ず
つ
の

学
年
代
表
を
常
任
理
事
に
任
命
し
ま
し
た
ｃ

常
任
理
事

の
方

々
は
学
年
代
表
と
し

て
、
同
窓
会
常
任
理
事
会
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
々
は
ク
ラ
ス

会
な
ど
の
時
に
代
表
と
し
て
活
躍
を
し
て

く
だ
さ
い
。

二
十
三
年
卒
業
の
同
窓
会
常
任
理
事
と

ク
ラ
ス
幹
事
は
、
次
の
方
々
で
す
。
（敬

称
略
）

常
任
理
事

Ｈ
組
　
岡
崎
　
隆
行

Ｇ
組
　
野
中
　
瑛
美

ク
ラ
ス
幹
事

Ａ
組
　
大
坂
　
聖
智

Ｂ
組
　
佐
藤
　
健
人

Ｃ
組
　
千
古
　
悠
馬

Ｄ
組
　
平
野
　
将
大

Ｅ
組
　
佐
々
木
光
司

Ｆ
組
　
越
川
　
二貝
仁

Ｇ
組
　
七
五
三
　
篤

Ｈ
組
　
岡
崎
　
隆
行

Ｉ
組
　
山
口
　
雄
大

Ｊ
組
　
杉
山
　
秋
人

Ｋ
組
　
十化
村
　
　
武

高
橋
　
美
晴

高
石
　
怜
美

竹
内
　
唯

一尋
水
　
あ
い

伊
藤
　
静
香

渡
辺
　
桜
香

野
中
　
瑛
美

室
岡
　
紗
英

川
崎
　
梨
紗

齊
一騰
　
菜
摘

長
井
あ
ゆ
み
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当
会
は
昭
和
２６
年
、
バ
ラ
ッ
ク
の
旧

柔
道
場
が
本
建
築
校
舎

へ
移
転
に
際
し
、

戦
後
の
物
資
不
足
の
折
柄
畳
が
な
く
、
林

通
康
名
誉
会
長
、
植
村
安
春
柔
道
部
Ｏ
Ｂ

会
長
名
で
広
く
卒
業
部
員
に
寄
贈
を
呼
び

か
け
た
こ
と
で
始
ま

っ
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
こ
れ
以
外

の
活
動
実
績
は
な

か

っ
た
。

創
立
八
十
周
年
記
念
大
会
の
席
上
、
石

毛
正
夫
元
校
長
先
生
が

「
柔
道
Ｏ
Ｂ
会
に

は
発
展
期
と
中
興
期
が
あ
り
、
田
中
誠
治

幹
事
長
は
そ
の
中
興
の
祖
で
あ

っ
て
、
中

だ
る
み
を
防
が
れ
た
の
が
長
続
き
の
因
で

あ
る
。
」
と
言
わ
れ
た
。

◎
発
展
期

故
人
を
偲
ぶ
会
　
昭
４７
・
９
．
１０

国
鉄
関
東
支
社
在
職
中
、
千
葉
鉄
道
管

理
局
の
福
島
利
か
ら
柔
道
関
係
戦
没
者
を

主
体
に
偲
ぶ
会
を
開
く
か
ら
是
非
参
加
を

と
呼
び
か
け
ら
れ
、
早
退
し
て
千
葉
駅
ビ

ル
に
駆
け
つ
け
た
。

主
催
は

「
敬
愛
学
園
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
」

と
し
て
あ
る
が
植
村
会
長
が
所
在
不
明
で

あ
り
鈴
木
正
明

・
石
橋
敏

・
鎗
田
好
正
が

提
案
者
で
、
福
島
利

・
田
中
誠
治
。
斎
藤

正
雄
が
働
き
手
と
な

っ
て
開
い
た
。

そ
の
席
上
入
会
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
在

校
中
四
～
五
年
生
は
部
に
所
属
し
て
い
な

鶏

星

羹

岩

崎

敏

夫

い
旨
申
し
出
た
処
林
先
生
か
ら
休
部

の

ま
ま
卒
業
し
た
と
の
申
し
添
え
が
あ
り
、

参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

会
の
復
活
と
役
員
選
出
　
昭
４８
・
８
．
１

「
故
人
を
偲
ぶ
会
」
の
反
省
を
兼
ね
て

初

の

（つ
↓

臨
時
総
会
を
開
き
休
会
状

態
の
Ｏ
Ｂ
会
が
復
活

（実
質
的
な
発
足
）

し
た
。

会
長
　
石
橋
敏
、
副
会
長
　
鎗
田
好
正
・

小
出
友
之
助

・
福
島
利
、
幹
事
長
　
海
宝

上
ユ

こ
の
時
初
の
会
員
名
簿
を
作

っ
た
が
、

不
明
な
こ
と
が
多
く
印
刷
発
行
に
は
到

っ

て
い
な

い
。

兄
弟
校
親
善
柔
道
試
合
　
昭
４９
・

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
初
の
行
事
と
し
て
千
葉

敬
愛
高
等
学
校
と
千
葉
工
商
高
等
学
校
二

校
の
親
善
試
合
を
主
催
し
た
。
こ
れ
に
は

記
録
は
な
い
が
第
二
回
長
戸
路
杯
中
学
生

柔
道
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

「第
十
二
回

親
善
試
合
は
午
前
九
時
開
始
」
と
あ
り
、

長
戸
路
杯
と
同
日
開
催
で
あ

っ
た
。

こ
の
試
合
は
大
橋
主
城
先
生
提
唱
に
よ

り
Ｏ
Ｂ
会
の
存
在
を
示
す
も
の
と
し
て
実

施
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
優

勝
杯
を
贈
り
、
会
の
運
営
を
担
当
し
た
敬

愛
大
学
柔
道
部
を
含
め
三
者
に
奨
励
金
を

贈
呈
し
て
い
た
。

第
十
四
回

（昭
和
６２
年
）
は
横
芝
敬
愛

高
等
学
校
を
加
え
生
徒
会
運
営
と
な
っ
た

が
、　
一
回
限
り
で
途
絶
え
た
の
は
残
念
で

あ
る
。
奨
励
金
を
渡
す
機
会
が
な
く
な
っ

た
。卒

業
生
を

（Ｏ
Ｂ
会
に
）
迎
え
る
会

昭
和
５２
・
２
．
‐９

第
二
の
行
事
と
し
て
故
長
戸
路
政
司
先

生
八
十
八
歳
の
書

「敬
天
愛
人
」
色
紙
に

額
を
添
え
ア
す
業
生
に
記
念
品
を
贈
る
会
」

を
始
め
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
昭
和

六
十
二
年
現
在
名
称
に
改
め
た
。
た
だ
し

そ
の
後
部
室
に
包
み
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た

記
念
品
を
発
見
、
回
収
し
た
。

長
戸
路
杯
中
学
生
柔
道
大
会

昭
５９
・
８
．
２

こ
の
大
会
も
大
橋
主
城
先
生
提
案
で
柔

道
Ｏ
Ｂ
会
の
存
在
よ
り
も
学
校
の
活
動
を

広
く
世
間
に
知
ら
せ
る
べ
く
開
い
た
最
大

の
行
事
で
あ
る
。
従

っ
て
他
の
大
会
に
引

け
を
取
ら
な
い
よ
う
に
と
の
心
構
え
で
臨

ん
だ
。

大
会
を
盛
り
上
げ
る
の
は
看
板

・
掲
示

類
で
あ
る
と
の
主
旨
か
ら
専
門
家
で
あ
る

同
窓
の
柳
川
直
美

（後
に
会
員
と
な
る
）

経
営

の
看
板
業

（有
）
精
華
堂
に
総
額

五
万
円
で
委
託
し
た
。

（
１
）
入
口
に
立
看
板
、
試
合
場
に
横
断

一暴
　
役
員
席
標
等
各
種
、
出
場
校

更
衣
場
所
票

（
三
階
剣
道
場
内
）

を
掲
出
、
別
に
手
書
き

の
賞
状

五
枚
製
作

（
２
）
以
上
を

土
曜

日
夕
方

に
設
置
、

日
曜
日
夕
方
撤
去
。

◎
中
興
期

Ｏ
Ｂ
会
総
会
を
含
め
て
四
大
行
事
が
順

調
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
昭
和
６‐
年

１１
月
、
末
広
武
道
館
に
於
け
る
千
葉
市
民

柔
道
大
会
後
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の
み
の
中
食
会

で
石
橋
会
長
よ
り
役
員
交
代
を
含
め
た
増

強
案
が
出
さ
れ
た
。

○
海
宝
幹
事
長
老
齢
化
に
よ
る
交
代
及
び

業
務
の
分
担
化

○
学
園
側
と
の
連
絡
の
強
化
及
び
行
事
内

容
の
改
善

業
務
量
増
を
見
越
し
て
幹
事
長
業
務
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
三
分
割
し
て
四
名
が

推
薦
さ
れ
た
。

役
員
改
選
　
昭
和
６‐
．
１２
・
６

幹
事
長
　
田
中
　
誠
治

各
種
行
事
の
企
画
、
関
係
者
と
の
折
衝

事
務
長
…
新
設
　
岩
崎
　
敏
夫

各
行
事
の
記
録
整
理
、
外
部

へ
の
通
知
、

事
務
は
ワ
ー
プ
ロ
処
理
と
す
る
。

会
計
係
…
分
割
　
文月
藤
　
正
雄

露
崎
長
太
郎

Ｏ
Ｂ
会
会
計
と
長
戸
路
杯
会
計
を
分
離

長
戸
路
杯
中
学
生
柔
道
大
会
の
改
善

Ｏ
Ｂ
会
員
の
参
加
人
員
増
加
と
同
時
に

学
園
側
幹
部
の
臨
席
は
欠
か
せ
な
い
。
こ

れ
ら
折
衝
窓
口
を
千
葉
敬
愛
高
等
学
校
事

務
長
と
決
め
、事
務
長
が
諸
行
事
の
日
程
、

参
加
者
、
内
容
等
に
つ
い
て
学
園
内
を
調

整
、
決
定
し
て
下
さ

っ
た
。

（
１
）
大
会

へ
の
参
加
呼
び
か
け
は
千
葉

市
周
辺
と
し
て
い
た
が
、
通
学
可

能
範
囲
に
拡
げ
た
。

（
２
）
優
勝

・
準
優
勝

・
第
三
位
賞
メ
ダ

ル
は
学
園
側
で
負
担
さ
れ
た
。
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（
３
）
参
加
賞
は
大
会
名
入
り
手
拭
を

Ｏ
Ｂ
会
で
作
成
し
た
。

（
４
）
試
合
場
内
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
を

掲
出
し
た
。
競
技
時
間
短
縮
の
た

め
出
場
選
手
名
を
墨
書
す
る
こ
と

と
し
、
事
務
長
担
当
と
し
た
。

（
５
）
試
合
進
行
は
敬
愛
大
学
部
員
担
当

と
し
掲
示
類
の
書
き
込
み
や
選
手

交
代
の
手
続
き
に
当
た

っ
た
。

（６
）
時
計
係
、
記
録
係
は
従
来
ど
お
り

千
葉
敬
愛
高
、
敬
愛
学
園
高
部
員

と

し
た
。

（
７
）
総
務
と
受
付
は
Ｏ
Ｂ
会
担
当
と

し
た
。

（８
）
試
合
用
品
は
千
葉
地
区
柔
道
会
か

ら
借
用
し
て
い
た
が
、
Ｏ
Ｂ
会
用

と
し
て
整
備

（会
計
係
担
当
）
し

学
園
本
部
柔
道
場

（
ア
リ
ー
ナ
）

役
員
室
備
付
と
し
た
。

（９
）
以
上
各
項
目
は
相
手
方
の
担
当
者

異
動
に
よ
る
引
継
ぎ
洩
れ
を
防
ぐ

た
め
、
大
会
の
半
月
程
前
に
Ｏ
Ｂ

会
幹
部
数
名
が
理
事
長
を
往
訪
、

両
高
校
事
務
長
と
柔
道
部
顧
間
を

交
え
て
細
部
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
努
力
の
甲
斐
あ

っ
て
か
、
こ

の
大
会
は
千
葉
地
区
柔
道
会
の
事
業
計
画

に
も
折
込
ま
れ
、
昇
段

・
昇
級
審
査
の
個

人
試
合
実
績
に
も
計
上
を
許
さ
れ
た
。

会
名
改
称
　
昭
和
６２
・
‐
・

‐８

当
Ｏ
Ｂ
会
が
定
期
的
に
会
合
を
開
き
、

各
種
行
事
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
渡

り
柔
道
部
員
外
か
ら
も
参
加
希
望
が
あ
り

名
称
か
ら
部
を
取

っ
て

「
千
葉
敬
愛
学
園

柔
道
Ｏ
Ｂ
会
」
と
改
め
、
多
数
の
野
球
部

員
、
剣
道
部
員
の
加
入
が
あ

っ
て
飛
躍
的

に
会
員
が
増
加
し
た
。

役
員
改
選
　
昭
和
６３
・
‐
・

‐７

石
橋
会
長
病
弱
に
よ
る
辞
意
が
あ
り
、

小
出
友
之
助
会
長
、
福
島
利

・
芝
入
信
勝

副
会
長
と
交
代
し
た
。

手
書
看
板
　
平
６
．
６
．
‐９

六
月
に
入
り
精
華
堂
か
ら

「
書
き
屋
」

が
居
な
く
な

っ
て
長
戸
路
杯
大
会
の
看
板

が
書
け
な
い
と
辞
退
さ
れ
、
代
替
業
者
を

探
し
た
が
何
所
に
も
機
械
化
で
そ
の
値
段

で
は
と
断
ら
れ
た
。

期
日
が
迫

っ
て
お
り
、
間
に
合
わ
せ
に

事
務
長
手
書
き
の
看
板
を
作

っ
た
が
、
悲

し
い
か
な
太
筆
が
な
く
肉
細
の
弱
々
し
い

看
板
と
な

っ
た
。
こ
れ
が
反
省
会
の
話
題

と
な
り
、
理
事
長
発
案
で
会
場
の
工
商
高

校
か
ら
打
ち
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
平
成

２０
年
第
二
十
五
回
大
会
で
は
工
事
中
の

た
め
、
玄
関
の
立
看
板
と
場
内

の
横
断

幕
も
な
く
寂
し

い
会
場
で
反
省
材
料
と

な

っ
た
。

役
員
改
選
　
平
１２
・

‐２
・
７

大
高
孝
会
長
　
露
崎
長
太
郎

・
千
脇
勤

副
会
長
　
大
沢
基
又
幹
事
長
　
植
草
忠
事

務
長
　
斎
藤
正
雄

・
吉
沢
立
夫
会
計
係

あ
と
が
き

石
毛
正
夫
元
校
長
先
生
の
言
わ
れ
た
如

く
田
中
幹
事
長
に
な

っ
て
か
ら
は
打
合
せ

会
合
の
回
数
は
多
く
な

っ
た
。
思
い
返
せ

ば
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー
は
卒
業
後
も
柔
道

を
続
け
、
各
業
界
で
活
躍
し
集
ま
る
機
会

も
あ

つ
て
県
や
市
の
柔
道
行
事
の
都
度
関

係
者
が
召
集
さ
れ
、
多

い
時
に
は
年
に

十
回
を
越
え
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
の
度

毎
に
学
園
側
の
状
況
が
説
明
さ
れ
、
学
園

側
と
Ｏ
Ｂ
会
が

一
体
と
な

っ
て
の
改
善
策

が
実
行
さ
れ
た
。

歴
代
名
誉
会
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
他

に
類
例
を
見
な
い
希
有
の
千
葉
敬
愛
学
園

柔
道
Ｏ
Ｂ
会
を
末
永
く
存
続
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

千葉敬愛学園柔道OB会 年表

日召禾ロ

26.    柔道場移転に際 し、畳寄贈 植村安春会長

28.6.16 県大会出場に際 しての寄付に対する礼文 植村・鎗田名

47.9.10 故人を偲ぶ会…敬愛学園柔道部OB会 写真

48.8.1  役員改選 石橋会長、鎗田 。小出 。福島副会長、海宝幹事長

48.    手書きの会員名簿

49.    千葉敬愛高等学校・千葉工商高等学校 2校親善試合実施

52.2.19 卒業部員に記念品を贈る会 発足

59.8 2 第 1回長戸路杯中学生柔道大会 実施

61.12.6 役員改選 田中幹事長 岩崎事務長 斎藤・露崎会計係

62.1.18 「千葉敬愛学園柔道OB会」と改称 〈音5)を 削除

62.2.21 「卒業生を (OB会に)迎える会」と改称

6.16 親善試合が横芝敬愛高校を加え3校になり、長戸路杯中学生柔道

大会から切離した。

63.1.17 役員改選 小出会長 福島・芝入副会長

平成

5.12. 9   会貝喘1定

12.12.7 役員改選 大高会長 露崎 。千脇副会長 大沢幹事長 植草事務長

斎藤 。吉沢会計係
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平
成
２２
年
１１
月
１
日
、
学
校
に
お
い
て
平

成
２２
年
度
前
期
の
生
徒
部
活
動
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
団
体
等
に
須
田
校
長
先
生
始
め

関
係
部
活
動
顧
問
同
席
の
も
と
三
橋
会
長
か

ら
、
各
部
活
動
代
表
者

へ
奨
励
金
を
贈
呈
し

ま
し
た
。　
①

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
　
第
６５
回

国
民
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

少
年

男
子

第
１
位

１０
万
円

②
水
泳
部
　
第
６３
回

千
葉
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
競

技
大
会

水
球
競
技

優
勝

３
万
円

③
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
男
子
　
第
６３
回
千
葉
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

男

子
団
体

第
３
位

２
万
円
　
同
男
子
ダ
ブ
ル

ス

第
４
位

２
万
円
　
同
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
４
位

２
万
円

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子

第
６３
回
千
葉
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

〈ム
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

女
子
団
体

第
３
位

２
万
円

⑤

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
　
″弔
３９

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

千
葉
県
大
会

金
賞
他

３
万
円

平
成
２３
年
２
月
２８
日
、
学
校
に
お
い
て

平
成
２２
年
度
後
期
に
生
徒
部
活
動
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
団
体
等
に

須
田
校
長
先

生
始
め
関
係
部
活
動
顧
問
同
席

の
も
と
三

橋
会
長
か
ら
、
各
部
活
動
代
表
者

へ
奨
励

金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。　
①

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
　
平
成
２２
年
度
千
葉
県
高
等
学
校
新
人

体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
の
部

優
勝

３
万
円

②
水
泳
部
　
平
成
２２
年
度
千
葉
県

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
水
泳
競
技
大

〈本
水
球
競
技
の
部

優
勝

３
万
円

③
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
男
子
　
平
成
２２
年
度
千
葉
県

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技

団
体

第
３
位

２
万
円

　

同
ダ
ブ

ル
ス

第
２
位

２
万
円
　
同
ダ
ブ
ル
ス

第

３
位

２
万
円
　
同
シ
ン
グ
ル
ス

（斉
藤
謙

太
君
）

優
勝

３
万
円
　
④
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
女
子
　
平
成
２２
年
度
千
葉
県
高
等
学

校
新
人
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

団

体

第
３
位
　
２
万
円
　
⑤

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
男
子
　
平
成
２２
年
度
千
葉
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

団

体

第
３
位

２
万
円
　
０
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子
　
平
成
２２
年
度

千
葉
県
高
等
学
校
新

人
体
育
大
会

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技

団
体

第

３
位
　
２
万
円
　
⑦

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

部
　
第
４５
回

マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド

・
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
関
東

大
会

銀
賞

３
万
円

③
写
真
部
　
第
３９
回

写
真
千
葉
県
展

千
葉

県
議
会
議
長
賞

（
銀

を５

（
武
田
啓
亮
君
）

２
万
円

生
徒
部
活
動

・
ク
ラ
ブ
活
動
及
び
生
徒
の
学
校

行
事
を
支
援
す
る
た
め
に
、
平
成
２２
年
１１
月
１
日
、

学
校
校
長
室
に
お
い
て
同
窓
会
三
橋
会
長
か
ら

須

円
校
長
先
生
に
部

・
ク
ラ
ブ
活
動
等
支
援
金
３０
万

円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
三
橋
会
長
か
ら
は
、
「在
校

生
の
さ
ら
な
る
活
躍
と
新
た
な
学
習
機
会
の
提
供

を
期
待
し
ま
す
」
と
須
田
校
長
先
生
に

激
励
を
し

ま
し
た
。
須
田
校
長
先
生
は
、
「
生
徒
の
た
め
に
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
同
窓
会
常
任
理
事
、
同
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、
同
後
援
会
に
よ
る
千
葉
敬
愛
高
等
学

校
関
係
三
団
体
役
員
の
新
年
会
が
、
平
成
２３
年
１

月
２２
日
に
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ

（千
葉
市
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
援
会
役
員
が
幹
事
と
な
り

進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
来

賓
と
し
て
、
長
戸
路
政
行
学
園

長
、
近
藤
龍
夫
理
事
長
、
須
田

繁
校
長
、
学
校
教
職
員
を
お
招

き
し
、
学
校
の
近
況
な
ど
の
歓

談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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平
成

２２
年

５
月
１６
日
０
　
第
２０
回
長
戸
路
杯
争
奪
千
葉
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
協
賛
。

‐２
月
１６
日
内
　
事
務
局
会
議
開
催
。
三
団
体
新
年
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

‐２
月
１１
日
田
　
千
葉
敬
愛
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
忘
年
会
が
千
葉
市
内
で
開
催
さ
れ
三
橋
会

長
と
岡
野
事
務
局
長
出
席
。

平
成

２３
年

１
月
２２
日
田

５
月
１７
日
０

６
月
１
日
∞

６
月
５
日
０

６
月
１２
日
田

６
月
２６
日
０

９
月
２３
日
肉

１０
月
９
日
０

１０
月
１５
日
０

１１
月
ｌｌ
日
口

事
務
局
会
議
を
開
催
。
常
任
理
事
会
、
総
会
の
準
備
の
た
め
。

同
窓
会
報

「敬
愛
」
第
３３
号
を
発
行
。

平
成
２‐
年
度
監
査
。
日
暮
、
高
橋
監
事
に
監
査
を
受
け
る
。
三
須
会
計
、

岡
野
事
務
局
長
出
席
。

平
成
２２
年
度
常
任
理
事
会
を
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
お
い
て
開
催
。

出
席
役
員
３４
名
。

平
成
２２
年
度
同
窓
会
総
会
及
び
懇
親
会
を
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に

お
い
て
開
催
。
出
席
会
員
５９
名
、
来
賓
１１
名
。

学
校
文
化
祭
に
三
橋
会
長
、
来
賓
と
し
て
出
席
。

学
校
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
で
あ
る
フ
ォ
レ
ス
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
の
フ
ェ
ア

・
フ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
学
校
の
食
堂
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
三
橋
同
窓
会
長
、
岡
野
事
務
局
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。

千
葉
敬
愛
短
期
大
学
創
立
６０
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会
が
京
成
ホ
テ
ル
ミ

ラ
マ
ー
レ
に
て
開
催
さ
れ
、
三
橋
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
に
て
生
徒
部
活
動
奨
励
規
定
に
基
づ
き
優
秀
な
成
績
を

修
め
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
、
水
泳
部
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
へ
須
田
校
長
、
顧
間
同
席
の
も
と
奨

励
金
を
三
橋
会
長
、
岡
野
事
務
局
長
が
贈
呈
す
る
。
ま
た
、
部
活
動
等
支
援

金
を
三
橋
会
長
、
岡
野
事
務
局
長
が
須
田
校
長
先
生
に
贈
呈
す
る
。

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
関
係
三
団
体
新
年
会
が
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ

に
て
開
催
。
学
校
関
係
１８
名
、
同
窓
会
３０
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ｌ９
名
、
後
援
会

（幹
事
）
２４
名
の
計
９‐
名
出
席
。

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
に
て
生
徒
部
活
動
奨
励
規
定
に
基
づ
き
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
女
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
水
泳
部
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
、
女
子
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
、
写
真
部

へ
三
橋
会
長
と
岡
野
事
務
局
長
が
須
田
校
長
、

顧
問
同
席
の
も
と
奨
励
金
を
贈
呈
す
る
。

平
成
２２
年
度
卒
業
生
同
窓
会
入
会
式
を
挙
行
。
記
念
品
授
与
、
任
命
状

交
付
す
る
。
三
橋
会
長
、
岡
野
事
務
局
長
出
席
す
る
。

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
第
八
十
三
回
卒
業
証
書
授
与
式
に
三
橋
会
長
が

来
賓
と
し
て
出
席
す
る
。
卒
業
生
４３４
名
。

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
入
学
式
に
三
橋
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
す
る
。

事
務
局
会
議
開
催
。
会
報
第
３４
号
編
集
、
常
任
理
事
会

・
総
会
の
準
備
。

２
月
２８
日
ロ

２
月
２８
日
０

３
月
１
日
ω

４
月
１１
日
０

４
月
２５
日
ｍ
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く

S6  /1ヽ  り||

S6 片 岡

S7 飛′鳥井

S7  メ」 米

S9 金 子

S9 高 橋

Sll 白 井

S14 石 橋

S15 加 藤

S16 羽 山

S17 斉 藤

S18 斎 藤

S18 海 保

S19 石 川

S19 岩 瀬

S19 草 薙

S19 高 橋

S20 斉  藤

S20 斉  藤

一
紀

聡

裕

順

進

二
郎

雄

雄

郎

司

郎

夫

馨

雄

隆

渉

雄

男

郎

勤

弘

ム
ロ

敵

　

正

三

茂

治

六

敬

秀

正

　

正

　

　

圭
口
虎

二

物故同窓生の皆様のおくやみを申し上げま魂 (敬称略)

S20清 水 光 任

S20 不話 田   広

S20木 村 幸 男

S20 鈴 木   平

S20 長谷り|1    潔

S20横 元 政 雪

S20 吉  り|1 英  和

S21 F可  吉Б   尚

S21齊 藤 浩 一

S21 大塚 (長 嶋)正 明

S21  糸田 り||    イ子

S21 安 田   昭

S22 向 後 達 也

S23 醍  醐  文  '台

S24 長  嶋    貢

S26秋 山 房 雄

S26 金 子   実

S28 小 島 義六郎

S29 田久保 英 夫

S33塚 本 次 郎

S35 磯  部  東  ヲム

S38高 橋 孝 之

S40 飯  塚    滋

S41  塙    精  一

S42岡 野 芳 雄

S42 月ヽ 澤 一 二

S42 鈴 木 正 夫

S43 宇津木 富 夫

S47 若 山 孝 司

S52 岡 (野 田)昌子

S61海 宝 成 人

S63 保 谷 勝 彦

H5 浅 川 由記代

H9蓮 池 準 一

H16大 木 哲 也

H
H

7二 見

8東

事務局で連絡を受け把握したものですL従来会員の消息として掲載していました

同窓会会員住所等の変更については、プライバシーを考慮し掲載しないこととしました。

【氏名の前の数字は卒業年。( )は 1日姓。】

平
成
二
十
三
年
度
の
同
窓
会
事
業
計
画
（案
）
と
し
て
、　
常
任
理

事
会
及
び
総
会
に
提
案
い
た
し
ま
す
。

１
　
会
報

「敬
愛
」
第
三
十
四
号
を
発
行
す
る
。

２

同
窓
会
総
会
及
び
懇
親
会
を
六
月
二
十
五
日
（土
）
に
開
催
す
る
。

３
　
常
任
理
事
会
を
開
催
す
る
。

４
　
事
務
局
会
議
を
必
要
に
応
じ
開
催
し
、
会
員
情
報
の
収
集

・
連

絡
、
〈ム
運
営
の
た
め
の
計
画
。検
討
、
会
報
の
編
集
を
実
施
す
る
。

５
　
組
織
委
員
会

・
財
政
委
員
会
を
必
要
に
応
じ
開
催
し
、
会
の
活

性
化
を
図
る
。

６
　
同
期
会
等
開
催
へ
の
援
助
を
す
る
。

７
　
学
校
の
生
徒
部
活
動
へ
奨
励
金

・
支
援
金
を
贈
る
。

８
　
千
葉
敬
愛
高
等
学
校
関
係
団
体

（同
窓
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
学
校
後

援
会
）
役
員
の
新
年
会
に
参
加
す
る
。
平
成
二
十
四
年

一
月

二
十

一
日

（土
）
予
定
．

９
　
二
月
に
本
年
度
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
式
を
挙
行
す
る
。
席
上

卒
業
記
念
品
を
贈
呈
し
、
常
任
理
事
及
び
ク
ラ
ス
幹
事
を
任
命

す
る
。

１０
　
そ
の
他
、
同
窓
会
発
展
の
た
め
の
活
動
を
行
う
。
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〈事
務
長
）

村
山
与
志
彦

先
生

○
教
　
諭

（英
　
五じ
　
今
井
　
洋

一
先
生

（敬
愛
学
園
高
校
へ
）

〈司
　
圭
５
　
関
口
　
里
美

先
生

（大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
）

〈事
　
務
）

松
永
　
弘
美

先
生

（大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
）

（事
　
務
〉

小
金
井
恵
理
子

先
生

（短
大
事
務
か
ら
）

〈事
務
長
）

出
井
孝
太
郎

先
生

佐
野
　
彰
さ
ん

（昭
和
４２
年
卒
業
）

千
葉
市
中
央
区
選
出

本
間
　
進
さ
ん

（昭
和
４８
年
卒
業
）

印
格
選
挙
区
選
出

大
野
　
〕具
さ
ん

（昭
和
５２
年
卒
業
）

船
橋
市
選
挙
区
選
出

木
村
哲
也
さ
ん

（昭
和
６３
年
卒
業
）

市
川
市
市
議
会
議
員

青
山
博

一
さ
ん

（昭
和
４４
年
卒
業
）

Fヽシ蘇‐ヽ__‐

‐ 、)ふ,__1シ ‐ヽ、、_、。、、_ )、、 0、、1摯
`,_、

シ ぐ́斌 _/t  i   ′́苑翼_ン   ノ疑ぶL'  ハ/
飯

驚
ν

ヾ

博
驚

一、
会
費
納
入
の
お
願
い

同
封
の
会
費
納
入
用
紙
で
会
費

を
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
下
さ
い
。

会
費
は
年
間
千
円
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
毎
年
の

納
入
が
ご
面
倒
な
方
は
、
終
身
会
費

と
し
て
一
万
円
の
払
込
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

払
込
む
時
は
、
住
所

。
氏
名

・

卒
業
年

・
金
額
を
必
ず
明
記
し
て

下
さ
い
。

一
一、
住
所
変
更
、
物
故
者
、
改
姓
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
左
記
ま
で

が
二
報
下
さ
い
。

〒
２８４
‐０００５
四
街
道
市
四
街
道
一五
三
二

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
三
―
四
三
二
―
〇

一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
三
―
四
二
三
―
五
人
六
六

三
、『
同
窓
会
報
敬
愛

』
に
原
稿
を
お
寄

せ
下
さ
い
。
会
員
に
知
ら
せ
た
い
こ

と
、
考
え
て
い
る
事
柄
、
学
友
に
関

す
る
こ
と
等
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

タ

響

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
未
曾
有

の
災
害
か
ら
の
復
興
が
各
地
で
進

ん
で
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、

三
月
末
ま
で
、
関
東
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
で
計
画
停
電
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

首
都
圏
の
あ
る
地
域
で
、
こ
の

停
電
が
実
施
さ
れ
た
あ
る
夜

の
こ

と
で
す
。
天
候
は
晴
れ
で
、
雲
の

な
い
夜
空
に
九

い
月
が
煙
々
と
輝

い
て
い
ま
し
た
。
明
か
り
と

い
う

明
か
り
が
絶
え
た
街
を
照
ら
す
様

は
、
神
々
し
く
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

「明
」
と
い
う
文
字
は
、
お
日
様

の
日
と
月
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
は
窓
を
表

し
、
窓
か
ら
月
光
が
入
り
込
む
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。
古
代
の
人
々
は
、
そ
の
光
の

差
し
込
む
場
所
に
祭
壇
を
作
り
、

神
を
祭

っ
た
と
い
い
ま
す
。

文
明
の
明
か
り
が
途
絶
え
、
夜
の

街
を
照
ら
し
た
月
明
か
り
は
確
か
に

有
り
難
く
、
気
高
く
、
古
代
人
が

そ
こ
に
神
を
見
い
だ
し
た
清
ら
か
さ

を
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
感
じ
ら
れ
た

人
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
つ
。
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平成 23年度 敬愛高等学校同窓会

●日時 :平成23年6月 25日 (土 )|

●場所 :京成ホテルミラマーレ

●会費 :5,000円 (当日会場にて)

懇親会 :午後5時～7時

丁EL043-222-2115

園
　
　
　
　
制
務

学

校

教

教

総

事

■◎懇親会には、次の先生方の出席が予定されていますol

長 長戸路 政 行 先生 ○元教職員の先生方
長 須 田  繁 先生 網 代 長 利 先生 降 旗 宏 征 先生

頭 志保澤 秀 幸 先生  川 手 宏 起 先生 能 勢 昌 ― 先生

頭 大 羽 正 人 先生 高 木 茂 行 先生 吉 村
/AN一

先生

長 齊 藤 文 治 先生  田 口 貞 嗣 先生 村 山 与志彦 先生

長 出 丼 孝太郎 先生

※尚、本通知をもつて懇親会及び総会のお知らせといたします。

亀

:
こ
う
み
に

あ

た
た
λ
こ

倉
倉
魯
[

魯
倉
|

:          ※尚、本通知をもつて懇親会及び総会のお矢口らせといた します。          |ぅ
し oυ、
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本

年

三
月
十

一
日
、
未

曾
有

の
東

日
本

大
震

災

に
よ
り
、

１
万
数

千
人
超

の
尊

い

命

が
奪

わ

れ
、
未
だ
数

千

人
以
上

が
行
方

不
明

と

な

っ
て
お
り

ま
す
。

こ
こ

に
心

よ

り

ご
冥
福
を

お
祈
り
申

し
上
げ

ま
す
と

と

も

に
、
被
災

者

の
方

々
に
お
見
舞

い
申

し

上
げ

ま

す
。
千
葉

敬
愛
高
等

学

校

の
建
学

の
精

神

「
敬

天
愛

人
」

に
基

づ
き
、
被
災

者

の
た

め

に
何

か
自

分

に
出

来

る

こ
と

は

な

い
の
か
を

同
窓
生

の
皆

様

が
、

そ

れ
ぞ

れ
考
え
、
少

し

で
も

実
行

さ

れ

る

こ
と

を

期
待

し
ま
す
。

さ

て
、
今

年

の
千
葉

敬
愛

高
等

学

校

の

入
学
者

は

三
六
九

人
と
定

員

割

れ
と

な

っ

て

い
ま

す
。
公

立
高
等

学

校
無

料
化

や
少

子
化

の
影

響

を
少

な

か
ら
ず
受

け

て

い
る

の
か
と

考
え

ま
す

が
、
今
後

は
少

子
化

の

問
題
は

さ

ら

に
大
き

く

な

る

こ
と

は
必
至

で
し

ょ
う
。
同
窓
生

と

し

て
も

学
校

の
将

来

が
ど
う

な

る

の
か
気

に
な

る
と

こ

ろ
で

す
。

同
窓

会
会

員

の
皆
様

に
は
、

こ

の
伝

統

あ

る
本
校

の
卒
業

生

で
あ

る
と

い
う

誇

り
と
学
校
愛

を
持

ち
、
本
校

の
将
来
を
考

え
、
機
会

が
あ

れ
ば

関
係
す

る
方

に
入
学

に

つ
い
て
勧

め

る

こ
と

が
出
来

れ
ば
素
晴

ら
し

い
こ
と

で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。
同

窓
会
事
業

に
ご
理
解

と
ご
協

力
を

い
た
だ

く
と
と
も

に
現
在
今
後

の
学
校

に

つ
い
て

も
考
え

て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

な

お
、

同
窓
会

へ
ご
要
望

・
ご
意

見

が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
、

同

窓

会

発

展

の
た

め

の
参

考

と

さ

せ

て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま

た
、
ご
都
合

が

つ
き
ま
す

よ
う

で
し

た

め

、

ぜ

ひ

総

会

・
懇

親

会

に

ご

出

席

い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
長

岡

野

義

広

〒
２８４
‐００〇

四
街
道
市
四
街
道

一
五
三
二

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
内

同
窓
会
事
務
局

丁
巨
Ｌ

Ｏ

四
三
‐
四
三
二
‐
〇

一
〓
〓

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ

四
三
‐
四
二
三
‐
五
八
六
六

千
葉
敬
愛
高
等
学
校
同
窓
会

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

⊂
刀
Ｆ
プ
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ミ
０
≡
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①
バ
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ー
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謹んで震災のお見舞いを申し上げます。
3月 11日 「東日本大震災」と命名された震災が平和な日本列島に襲いかかりました。被害にあわれた

方々に、心よりお見舞い申し上げます。一日も早く復旧されますことを心からお祈り申し上げます。
千葉敬愛高等学校同窓会


